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ふ
る
さ
と
歴
史
散
歩

を
占
拠
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
毛
利

氏
と
陶
氏
と
の
確
執
が
次
第
に
顕

在
化
し
て
く
る
。

　
天
文
23
年
５
月
毛
利
氏
は
陶
氏

と
断
交
し
、
陶
氏
が
確
保
し
て
い

た
佐
東
金
山
城
、
己
斐
城
、
草
津

城
、
仁
保
島
城
、
桜
尾
城
を
支
配

下
に
置
い
た
。
仁
保
島
城
に
は
毛

利
方
の
国
衆
を
城
番
に
充
て
た
。

こ
の
時
、
白
井
氏
は
本
拠
地
を
仁

保
島
城
か
ら
他
へ
移
動
せ
ざ
る
を

得
な
か
っ
た
。

  

〔
第
139
回
〕
　
海
の
サ
ム
ラ
イ
～
白
井
越
中
守
賢
胤
　
そ
の
一

　
南
北
朝
の
動
乱
以
降
の
時
代
、

安
芸
の
国
人
領
主
た
ち
は
、
大
内

氏(

陶す
え

氏)

と
急
速
に
台
頭
し
て

き
た
毛
利
氏
の
２
大
勢
力
の
狭
間

で
生
き
延
び
る
た
め
、
ど
ち
ら
と

盟
約
を
結
ぶ
か
が
存
亡
の
命
運
を

分
け
た
。

　
天
文
23
年(

１
５
５
４
年)

４
月
、
白し
ら
い
え
っ
ち
ゅ
う
の
か
み
た
か
た
ね

井
越
中
守
賢
胤
は
、

石せ
き
し
ゅ
う
つ
わ
の

州
津
和
野
要
害
攻
口
で
戦
傷
を

陶
晴は

る
か
た賢
に
注
進
し
て
い
る(

『
白

井
家
文
書
』)

。
さ
ら
に
、
同
年
６

月
に
、
昨
年
７
月
の
備
後
国
祝
要

害
詰
口
、
本
年
３
月
の
長
州
阿
武

郡
加
年
要
害
、
石
州
吉
見
督
城
攻

め
の
戦
闘
で
自
身
と
郎
党
数
名
が

矢
疵
の
戦
傷
を
受
け
た
こ
と
を
陶

殿(

晴
賢)

に
注
進
し
た
軍
忠
状

(

『
白
井
家
文
書
』)

が
あ
る
。ま
た
、

同
年
10
月
に
は
、府
中
白
井
氏
は
、

草
津
の
羽
仁
氏
ら
と
陶
氏
に
従

い
、
石
見
国
の
津
和
野
城
主
の
吉

見
正
頼
を
攻
め
て
い
る
か
ら
陶
氏

に
忠
勤
を
励
ん
で
い
る
様
子
が
分

か
る(

『
下
瀬
文
書
』)

。
白
井
越

中
守
は
陶
氏
水
軍
の
一
翼
を
担
っ

て
い
た
が
、
陸
戦
に
動
員
し
て
い

る
。
こ
の
段
階
で
は
仁
保
島
城
を

本
拠
と
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
。

　
こ
れ
よ
り
先
の
天
文
20
年

(

１
５
５
１
年)

に
陶
晴
賢
は
謀

叛
を
起
こ
し
、
主
君
の
大
内
義
隆

を
倒
す
と
、
厳
島
と
厳
島
神
主
家

の
本
拠
地
で
あ
る
桜
尾
城
を
占
拠

し
た
。
こ
の
桜
尾
城
は
厳
島
対
岸

の
廿
日
市
に
あ
っ
て
宮
島
瀬
戸
周

辺
海
域
を
睨
む
戦
略
上
の
重
要

な
場
所
で
あ
っ
た
。
承
久
の
乱

(

１
２
２
１
年)
以
降
、
佐
伯
姓

神
主
に
代
わ
っ
て
幕
府
御
家
人
藤

原
親ち

か
ざ
ね実
が
厳
島
神
社
の
神
主
職
と

な
り
、
以
後
藤
原
姓
神
主
家
が
相

伝
し
、
佐
伯
郡
全
体
を
支
配
下
に

置
く
な
ど
一
大
軍
事
力
を
持
っ
た

国
人
領
主
へ
と
変
貌
を
遂
げ
、
居

館
と
軍
事
施
設
を
一
体
に
し
た
桜

尾
城
を
本
拠
と
し
た
。
そ
の
家
臣

団
が
神
領
衆
で
あ
る
。
桜
尾
城
は

天
文
10
年
、
大
内
氏
の
攻
撃
で
落

城
し
て
神
主
家
は
滅
亡
し
、
代

わ
っ
て
大
内
氏
の
家
臣
を
駐
留
さ

せ
て
い
た
。

　
晴
賢
謀
叛
に
呼
応
し
て
毛
利
氏

は
、
広
島
湾
頭
に
出
兵
し
て
一
帯

府
中
町
文
化
財
保
護
審
議
会
会
長

横
田
　
禎
昭

府中町環境センター(八幡四丁目1–1）　☎286ｰ3266
正しいごみ出しにご協力を 環境センター

からのおしらせ

白井氏が活躍した千代城があった千代山(昭和29年)

有価物の収集方法

次の品目別順で収集します。
　新聞・雑誌→ダンボール→衣類→ビン・缶・金属類
◆回収後に出されたごみは収集されません。
◆品目別に離して置いてください。
　�少しでも多くの有価物を再商品化・再資源化するため

にご協力ください。

雨の日のごみの出し方

◆�新聞・雑誌、ダンボールは、袋の中には入れないで、
ひもで縛ってください。雨に濡れても構いません。

◆�衣類は、袋に入れて出してください。雨に濡れるとカ
ビが発生しやすくなり、再生利用できなくなります。
袋の口をしっかりと縛るか、天気の良い日に出してく
ださい。

※�

前
月
号
26
ペ
ー
ジ
の｢

ふ
る
さ
と
歴
史

散
歩｣

内
、
俵
龍
司
さ
ん
の
話
の
部
分

に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

　
お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

　
【正
】　
祖
父
に
聞
く

　
【誤
】　
父
親
に
聞
く

ごみの出し方

◆�ごみは、必ず収集日の午前８時30分までに、決め
られたものを正しく分けて、決められた場所に出
してください。

◆�生ごみは、水分をしっかり切って出してください。
十分な水切りは、焼却炉の燃焼効率を高め、経費
の節減になります。

ごみを出す時間にご注意を！
前夜や早朝に出すとカラスが荒らすことがあります。

ごみの不法投棄は、犯罪です！
不法投棄を目撃した人は、警察に通報してください。

特 別 収 集 日

７月20日㈪
海の日

  普通ごみ　月・木曜日収集地区

  有価物　　月曜日収集地区

※環境センターへのごみの持ち込みは、受け付けていません。


